
国の自動車安全技術に関する取組について 

 

１ 先進安全自動車推進計画（ＡＳＶ推進計画）について 

（１）目的 

交通事故を減らし、より安全にクルマを運転できるよう、官民が連携し、 

ASV※の開発・普及を促進。 

 ※ASV:Advanced Safety Vehicle（先進技術を利用してドライバーの安

全運転を支援するシステムを搭載した自動車） 

（２）体制 

・平成３年度、当時の運輸省が「ASV 推進検討会」を設置。 

・現在、第５期検討会（23 年度～27 年度）において、「ASV 推進計画（ASV

に関する技術の開発・実用化・普及促進プロジェクト）」が進められてい

る。 

【ASV 推進検討会 構成メンバー】 

学識経験者、自動車・二輪車メーカー（14 社）、関係団体、関係省庁 

（３）成果・検討状況 

○「ASV 推進計画（第１期～第４期）」を通じて実用化された ASV 技術（例） 

・衝突被害軽減ブレーキ：前方の障害物との衝突を予測して警報し、

衝突被害を軽減するために制動制御する装置 

・レーンキープアシスト：走行車線の中央付近を維持するよう操作力

を制御する装置 

・ＡＣＣ（Adaptive Cruise Control）：一定速で走行する機能およ

び車間距離を制御する機能を持った装置 

・ふらつき警報：ドライバーの低覚醒状態を注意喚起する装置 

・ＥＳＣ（Electronic Stability Control）：車両の横滑りの状況に

応じて、制動力や駆動力を制御する装置 

・駐車支援システム：後退駐車時、ハンドルを自動制御して後退駐車

を補助する装置 

 

 

 
○「第 5期計画（平成 23 年度～平成 27 年度）」の検討状況 

・歩行者保護や高齢者対策等を中心とした ASV 技術の飛躍的高度化の検討 

・次世代通信利用型のシステムの開発促進 等 



 
 
 
 
 
 

出典：国交省ＨＰより 
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